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今月のことば ～健康は最高の利得～ 京都教会長 中村 憲一郎 
皆さま明けましておめでとうございます。お健やか

に新年を迎えられたこととお慶び申し上げます。新型

コロナウイルスへの不安やウクライナ問題により、健

康でいること、そして日常生活が普通に送れることが

当たり前ではなく、ありがたい、不思議なことと実感

された一年だったのではないでしょうか。 

会長先生の今年の『年頭法話』のタイトルは、「元気

で精進を」です。ご法話の中で「コロナ禍は続いてい

ますが、感染に気をつけながら、一日一日を前向きに

過ごしてまいりましょう」と呼びかけ、さらにはウク

ライナ問題にふれ「一刻も早く戦争が終結し、平穏な

日常が取り戻せるよう、共に祈りを捧げ、自分に何が

できるかを考えていきたい」とお言葉をくださってい

ます。そこでまず大事にしなければならないのは、一

人ひとりの「内なる平和」とお示しくださり、宗教的

に大切なのは、自分自身の心が真に平和であるかを省

みること、と内面に目を向ける重要さをお説きくださ

っています。具体的には目の前の出来事に対し、いつ

も不平不満を抱き、否定的なものの見方をしてしまう

習慣を変えることが重要です。加えて大事なことは、

「斉家」（家庭を斉えること）を実現していくこと、つ

まり国の平和も、世界の平和も足元の家庭を斉えては

じめて実現すると教えてくださいました。 

一言に「斉家」が大事といっても、自己中心のわが

ままな心が出やすいのが家庭であります。「これくらい

は良いだろう」「これくらいは許されるはず」と家族へ

の甘えが出ていては「斉家」は実現しません。 

ある時上司から「中村君は家庭を救いに帰るのか？

それとも救われに帰るのか？」と問われたことがあり

ました。その問いに私はハッとしました。なぜなら私

は、休みの時はゆっくり休み、私の疲れを癒すことを

第一にしていたので、私を救ってと言わんばかりに「救

われに」家に帰っていたのです。私が留守の間、家内

や子どもたちがどんな中で生活しているのか一顧だに

しない私でした。「救いに帰る」とは、家庭こそ教えを

実践する本番の時と心得、お役を通して学んだことを

家族に実践することで、家族がその教えの恩恵に浴す

ることができるということだったのです。 

「佼成」１月号の会長先生のご法話も「健康は最高

の利得」です。「今年はとくに」と仰って「みんなが元

気な一年をすごせるよう、工夫をさせていただこうと

念じています」と温かいお言葉をくださいました。会

長先生に念じていただくだけでなく、私たちも元気な 

一年をすごすための工夫を考えてみましょう。朝夕の 

ご供養をしっかり声を出してあげる、毎日歩くことを

心がける、笑顔で過ごす、暴飲暴食に気を付ける、タ

バコを止めるなど、どうしたら元気な毎日を過ごせる

か年の初めに「計」を立ててみてはいかがでしょうか。 

 会長先生はまた「易経」の「天行は健なり」を引用

し、私たちは大自然の徳をいただいて本質的に「健や

かであり」「元気な存在」ですと述べておられます。だ

からこそ、その生のエネルギーの働きを損なうことを

戒める必要があるのです。戒められるのは、自分しか

いません。 

 続いて会長先生は、本来の健やかさ、安らかな身心

を生かすには、「足ることを知って、まわりの人と仲よ

くし、欲や怒りや自己中心の心にふりまわされないこ

とが大切」とお説きになり「生かされていることに感

謝し、調和のなかで安心して生きられることが、人間

にとって最高の利得」と教えてくださいました。その

為にも私たちにとって、少しでも人さまを思いやる菩

薩行の実践が大切です。そうです。菩薩行こそ健康行

なのです。私たちの「元気」は人さまの幸せを念じ行

動することで溌剌と働きを増すのです。皆さんはこれ

までの信仰生活の中でそれを実感しているはずです。 

むすびに会長先生は、「世界じゅうの人びとの、心康

（やす）らかで健やかな日々と福を願って、私たちの

元気を大いにはたらかせましょう」と呼びかけてくだ

さっています。今年は四緑中宮の年です。四緑の象意

にふさわしく世の中が明るく、温かな、希望に満ちた

一年になるよう皆さまとご一緒に精進させていただき

たいと念願しております。         合掌     

【付録】 

「身心の安否確認検査表」（身心の人間ドック） 

① 日常の飲食は質量ともに適正か 

② 安眠はできているか 

③ 適切な運動はできているか 

④ 身心に影響する悪い習慣はないか 

⑤ ものごとに一喜一憂していないか 

⑥ 仕事に自信と希望はあるか 

⑦ 有益な内面生活を有するか 

⑧ 相談できる親友、良友がいるか 

⑨ 座右の書（銘）を持っているか 

⑩ 独自の信念、信条、信仰を持っているか 

以上の会長先生ご提供のチェック表を参考に、 

身心ともにお健やかな一年をお過ごしください。 

令和５年、私たちは「日々感謝 にこにこ元気に出会いたい ありのままの私から」を実践して参ります。 

京都教会のホームページもご覧下さい。https://rkk-kyoto.jp/ 
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